
　

日
本
看
護
協
会（
以
下
、
当
協
会
）は
、
２

０
１
１
年
度
か
ら「
看
護
師
職
能
委
員
会
」を

「
Ⅰ（
病
院
領
域
）」と「
Ⅱ（
介
護
・
福
祉
関
係

施
設
・
在
宅
等
領
域
）」に
分
け
て
活
動
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　
「
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
看
護
領
域
の
開

発
・
展
開
」と
い
う
使
命
に
立
ち
返
り
、
こ
れ

か
ら
の
超
高
齢
・
多
死
社
会
、
な
ら
び
に
在
院

日
数
短
縮
が
図
ら
れ
る
医
療
提
供
体
制
に
お
い

て
、
訪
問
看
護
や
介
護
施
設
な
ど
で
働
く
看
護

職
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
が
必
要
と
な
る
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
。
看
護
師
職
能
委
員
会
Ⅱ（
以

下
、
看
護
Ⅱ
）は
、
そ
の
現
場
の
声
を
聴
き
、

課
題
発
見
・
意
見
集
約
を
行
な
う
べ
く
、
同
年

６
月
、
満
を
持
し
て
活
動
を
開
始
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
第
１
弾
が「
介
護
施
設
に

お
け
る
看
護
職
の
た
め
の
系
統
的
な
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム（
実
務
者
向
け
）の
ご
提
案
」（
以
下
、

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
作
成
で
あ
る
。

　

２
０
１
０
年
度
、「
介
護
施
設
に
お
け
る
看

護
の
質
向
上
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」の「
中

間
と
り
ま
と
め
」に
て
、
介
護
施
設
に
勤
務
す

る
看
護
職
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要
が
示

唆
さ
れ
た
。
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
介
護
領
域

で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
や
技
術
は
何
か
に
つ
い

て
現
場
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
看
護
Ⅱ
が
つ

く
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

　
介
護
施
設
で
働
く
看
護
職
の
研
修
は
、
こ
れ

ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
で
多
様
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
❶
系
統
立
て
た
研
修
で
は

な
い
、
❷
施
設
で
の
配
置
数
が
少
な
い
看
護
職

は
な
か
な
か
研
修
に
出
ら
れ
な
い
、
と
い
う
現

状
が
あ
っ
た
。
当
初
は
、
実
務
者
と
看
護
管
理

者
そ
れ
ぞ
れ
の
職
能
に
応
じ
て
段
階
的
に
研
修

を
行
な
う「
ラ
ダ
ー
形
式
」を
取
り
入
れ
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
を
め
ざ
し
た
。し
か
し
、

実
際
に
介
護
施
設
で
働
く
看
護
職
の
雇
用
状
況

や
働
き
方
を
考
慮
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
看

護
職
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
も
の
と
す
る
た

め
、
ラ
ダ
ー
形
式
で
は
な
く「
基
礎
／
応
用
編
」

と
い
っ
た
ゆ
る
や
か
な
段
階
で
系
統
化
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
で
き
あ
が
っ
た
原
案
は
、
看
護
Ⅱ
が
都
道
府

県
看
護
協
会
看
護
師
職
能
委
員
会
Ⅱ（
以
下
、

都
道
府
県
看
護
Ⅱ
）を
通
じ
て
現
場
の
声
を
聴

い
て
、議
論
を
重
ね
、２
０
１
２
年
５
月
に「
介

護
施
設
に
お
け
る
看
護
職
の
た
め
の
系
統
的
な

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム（
実
務
者
向
け
）の
ご
提
案
」

と
し
て
冊
子
に
ま
と
め
た
。

　
こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特
徴（
表
１
）は
、

❶
実
務
者
に
求
め
ら
れ
る「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

介
護
施
設
に

お
け
る

看
護
職
の
育
成

社
会
福
祉
法
人
吉
田
福
祉
会
、

日
本
看
護
協
会
看
護
師
職
能

委
員
会
II
委
員

服
部
美
加

訪 問 ほ っ と ら い ん

❸看取り
看取り期のケア

❹セーフティマネジメント

❷急変時の対応

フィジカルアセスメント 基礎編 応用編 基礎編 応用編認知症

介護施設で求められる看護ケアの基本視点

生活機能維持のための援助

急変時のケア

摂食・嚥下ケア 褥瘡ケア

介護事故予防と対応 感染管理 施設における安全管理体制の整備

介護施設における効果的な
対人関係スキル

地域連携のための
基礎知識

家族を含めた入居者の
意思決定支援

身体機能維持のためのリハビリテーション 排泄ケア

❶日常生活を支援するための基本的ケア

❶連携と調整（チームづくり）

看護学生の臨地実習指導法
（臨地実習指導者）

看護学生の臨地実習体制づくり
（臨地実習責任者）

看護職の資質向上のための
教育・研修体制づくり

❸教育と研修

暮らしを支えるアセスメント

入居者の尊厳を守るための制度知識 介護領域における看護・介護に関する関連法規

表1　「介護施設における看護職のための系統的な研修プログラム」の3つの系統と研修24項目

実践効果を
活かすための
知識・技術

Ⅲ

介護施設の特徴と
看護の役割I
看護実践のための
知識・技術II

❷制度に関する知識
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と
は
違
う「
生
活
の
場
で
の
視
点
」を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　
「
Ⅱ
．
看
護
実
践
の
た
め
の
知
識
・
技
術
」

で
は
、
看
護
ケ
ア
の
実
践
力
向
上
を
図
る
た
め

に
必
要
な
内
容
を
項
目
と
し
て
具
体
的
に
あ
げ

た
。

　
「
Ⅲ
．
実
践
効
果
を
活
か
す
た
め
の
知
識
・

技
術
」で
は
、
介
護
施
設
で
最
も
重
要
な
介
護

職
と
の
連
携
や
介
護
保
険
制
度
の
知
識
な
ど
、

広
く
地
域
を
見
据
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

内
容
も
盛
り
込
ん
だ
。

　
Ⅰ
～
Ⅲ
の
具
体
的
な
小
項
目
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
目
的
、
到
達
目
標
、
実
施
形
態
と
内
容
、

評
価
方
法
、
所
要
コ
マ
数
を
設
定
し
た
。
詳
細

は
、
日
本
看
護
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w.nurse.or.jp/

）を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
実
際
に
研

修
を
企
画
す
る
際
の
活
用
例（
図
１
・
２
）や
、

Ｑ
＆
Ａ
も
掲
載
し
て
い
る
。
Ｑ
＆
Ａ
で
は
、
研

修
を
企
画
す
る
立
場
か
ら
の
悩
み
を
実
際
に
聴

い
て
作
成
し
た
こ
と
で
、
実
に
興
味
深
く
、
参

考
に
な
る
こ
と
請
け
合
い
で
あ
る
。

　
現
在
は
、
こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
そ
の
地

域
の
看
護
職
と
関
係
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
活
用
方
法
に
つ
い

て
も
提
案
し
つ
つ
、
都
道
府
県
看
護
Ⅱ
と
協
働

し
て
普
及
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
、
看
護
Ⅱ
に

お
い
て
都
道
府
県
看
護
協
会
で
の
活
用
を
支
援

し
な
が
ら
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
評
価
を
行

な
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
介
護
施
設
は
、
利
用
者
に
対
す
る
直
接
的
な

ケ
ア
の
多
く
を
担
う
介
護
職
を
は
じ
め
、
相
談

員
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
い
っ
た
多
職
種
連
携

の
も
と
で
利
用
者
の
日
常
生
活
を
支
え
て
い

る
。
ゆ
え
に
、
そ
こ
で
働
く
看
護
職
に
は
、
ス

タ
ッ
フ
1
人
ひ
と
り
に
高
い「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

能
力
」が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
現
場
の
看
護
職

を
支
え
る
わ
れ
わ
れ
の
活
動
に
、
今
後
も
ぜ
ひ

ご
注
目
い
た
だ
き
た
い
。

認知症ケア

ピックアップした研修項目

排泄ケア

摂食・嚥下ケア 褥瘡ケア
看取り期のケア

急変時の対応

残った研修項目

感染管理

施設における安全
管理体制の整備

介護事故予防と
対応 身体機能維持のための

リハビリテーション
生活機能維持の
ための援助

「フィジカルアセスメント」をテーマと
して基軸に据えた場合、それに関連して
強化したい研修項目をピックアップし組
み合わせて実施する。残った研修項目に
ついては、次の企画等で実施する。

図1　研修プログラムの活用例❶（医療的ケアの看護実践能力を強化したいときのプログラムの組み合わせ例）

II 看護実践のための知識・技術

❶日常生活を支援するための基本的ケア ❷緊急時の対応

❸看取り

❹セーフティマネジメント
フィジカル
アセスメント

力
」の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
こ
と
、
❷
介
護
施

設
で
必
要
と
さ
れ
る
研
修
項
目
を
３
つ
の
系
統

に
ま
と
め
た
こ
と
、
❸
研
修
を
複
数
の
施
設
や

関
係
団
体
間
等
で
企
画
運
営
す
る
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
で
き
る
こ
と
、
に
あ
る
。

　
「
Ⅰ
．
介
護
施
設
の
特
徴
と
看
護
の
役
割
」

で
は
、
病
院
を
退
職
後
に
介
護
施
設
に
再
就
職

す
る
看
護
職
が
多
い
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
病
院

介護施設で求められる
看護ケアの基本視点

介護施設が担う役割と
そこで暮らす入居者の特性

「Ⅰ介護施設の特徴と看護の役割」をテーマとして基軸に据えた場合、
Ⅱ・Ⅲ 系統の中から、入居者の生活援助の基礎知識として、
必要と考えられる研修項目をピックアップし、付加する。

図2　 研修プログラムの活用例❷（病院からの転職者が多いため、介護施設の特徴に応じた
 看護の役割を強化したいときの、プログラム組み合わせ例）

看護実践のための
知識・技術II 

介護施設の特徴と
看護の役割I 

実践効果を活かす
ための知識・技術III 

生活機能維持
のための援助

介護施設における
効果的な対人関係スキル

身体機能維持のための
リハビリテーション

地域連携のための
基礎知識

認知症ケア 入居者の尊厳を
守るための制度知識

介護事故予防と
対応

介護領域における
看護・介護に関する関連法規

239    訪問看護と介護　vol.18  No.3  2013
2026/09/24 02:19:48


